
沖縄県立北 部病院 一般 廃棄物 の収集 ・運搬業務 委託契 約書 （案）  

 

 

沖 縄 県 立 北 部 病 院  院 長  久 貝  忠 男 （ 以 下 「 甲 」 と い う 。 ） と         

     （ 以 下 「 乙 」 と い う 。 ） は 、 廃 棄 物 （ 感 染 性 医 療 廃 棄 物 を 除 く 。 ） の 収

集 運 搬 に つ い て 次 の と お り 契 約 を 締 結 す る 。  

 

  （ 総 則 ）  

第 １ 条  甲 は 、 病 院 で 発 生 す る 廃 棄 物 （ 感 染 性 医 療 廃 棄 物 を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） の

収 集 運 搬 を 乙 に 委 託 し 、  乙 は こ れ を 受 託 す る も の と す る 。  

 

  （ 収 集 ・ 運 搬 の 方 法 ）  

第 ２ 条  甲 は 病 院 で 発 生 す る 廃 棄 物 を 所 定 の 場 所 に 保 管 す る も の と し 、 乙 は こ れ を

別 添 仕 様 書 の と お り 遅 滞 な く 収 集 ・ 運 搬 す る も の と す る 。  

 

 （ 契 約 期 間 ）  

第 ３ 条  こ の 契 約 の 期 間 は 、 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ８ 年 ３ 月 31 日 ま で と す る 。  

 

 （ 契 約 金 額 ）  

第 ４ 条  こ の 契 約 に 基 づ く 契 約 金 額 は 総 額       円 （ う ち 、 消 費 税 額 及 び 地

方 消 費 税 額       円 ） と し 、 月 額      円 （ う ち 、 消 費 税 額 及 び 地 方

消 費 税 額       円 ） と す る 。  

２  前 項 の 消 費 税 額 及 び 地 方 消 費 税 額 は 、 消 費 税 法 第 28 条 第 １ 項 及 び 第 29 条 の 規

定 並 び に 地 方 税 法 第 72 条 の 82 及 び 第 72 条 の 83 の 規 定 に 基 づ き 算 出 し た も の

で 、 契 約 金 額 に 110 分 の 10 を 乗 じ て 得 た 額 で あ る 。  

３  乙 は 委 託 料 を 毎 月 末 日 に 纏 め 、 翌 月 10 日 ま で に 請 求 し 、 甲 は 乙 の 適 正 か つ 正

当 な 請 求 書 を 受 理 し た 日 か ら 30 日 以 内 に 、 こ れ を 乙 に 支 払 う も の と す る 。  

４  経 済 状 況 の 変 化 、 法 令 変 更 に 基 づ く 契 約 業 務 内 容 の 変 更 、 そ の 他 契 約 金 額 の 変

更 を 必 要 と す る 理 由 が 生 じ た 場 合 に は 、 契 約 期 間 中 で あ っ て も 、 甲 乙 協 議 の 上 、

契 約 金 額 を 変 更 す る こ と が で き る 。  

 

（ 消 費 税 率 の 改 定 に 伴 う 留 意 事 項 ）  

第 ５ 条  こ の 契 約 に お い て 、 契 約 期 間 中 途 に お い て 消 費 税 等 の 率 が 改 正 さ れ た 場 合

に は 、 甲 乙 協 議 の う え 、 改 正 後 の 税 率 に よ り 定 め る も の と す る 。  

 

（ 履 行 遅 延 ）  

第 11 条  甲 は 乙 の 責 め に 帰 す べ き 事 由 に よ り 履 行 期 間 内 に 業 務 を 完 了 す る こ と が

で き な い 場 合 に お い て は 、 遅 延 日 数 に 応 じ 、 未 済 部 分 の 契 約 金 額 に 対 し 沖 縄 県 財 務

規 則 第 109 条 第 １ 項 に 規 定 す る 割 合 の 金 額 を 違 約 金 と し て 乙 に 請 求 す る こ と が で き

る 。  

 

（ 契 約 保 証 金 ）  

第 ７ 条  沖 縄 県 病 院 事 業 局 財 務 規 則 第 13 3 条 に よ る 。  

 

（ 一 括 再 委 託 等 の 禁 止 ）  

第 ８ 条  乙 は 、 契 約 の 全 部 の 履 行 を 一 括 又 は 分 割 し て 第 三 者 に 委 任 し 、 又 は 請 負 わ

せ て は な ら な い 。  

２  乙 は 、 甲 が 委 託 仕 様 書 で 指 定 し た 契 約 の 主 た る 部 分 の 履 行 を 第 三 者 に 委 任 し 、

請 負 わ せ て は な ら な い 。  

３  乙 は 、 暴 力 団 員 ま た は 暴 力 団 と 密 接 な 関 係 を 有 す る 者 に 契 約 の 履 行 を 委 任 し 、

又 は 請 負 わ せ て は な ら な い 。  

４  乙 は 、 契 約 の 一 部 を 第 三 者 に 委 任 し 、 又 は 請 負 わ せ よ う と す る と き は 、 10 日

前 ま で に 再 委 託 承 認 申 請 書 を 甲 に 提 出 す る と と も に 、 事 前 に 書 面 に よ る 甲 の 承 認

を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

５  乙 は 、 前 項 に よ り 第 三 者 に 委 任 し 、 又 は 請 負 わ せ た 業 務 の 履 行 及 び 当 該 第 三 者



の 行 為 に つ い て 全 責 任 を 負 う も の と し 、 当 該 第 三 者 が 甲 に 損 害 を 与 え た 場 合 、 乙

は そ の 損 害 を 賠 償 し な け れ ば な ら な い 。  

６  乙 が 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 に 違 反 し た と き は 、 甲 は こ の 契 約 を 解 除 す る こ と が で き

る 。 こ れ に よ り 乙 又 は 乙 が 業 務 の 一 部 を 委 任 し 、 又 は 請 負 わ せ た 第 三 者 に 発 生 し

た 損 害 に つ い て 、 甲 は 賠 償 責 任 を 負 わ な い も の と す る 。  

 

（ 反 社 会 的 勢 力 に 係 る 解 除 ）  

第 ９ 条  甲 は 、 乙 が こ の 契 約 に 関 し て 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 判 断 し た 場

合 は 、 何 ら の 催 告 を す る こ と な く 、 こ の 契 約 を 解 除 す る こ と が 出 来 る も の と す

る 。 但 し 、 故 意 又 は 過 失 に よ ら ず し て 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 認 め ら れ

る 場 合 で 、 そ の 事 実 が 判 明 し た 後 、 直 ち に 当 該 関 係 を 解 消 し た と き は こ の 限 り で

な い も の と す る 。  

一  乙 又 は 乙 の 役 員 若 し く は 実 質 的 に 経 営 に 支 配 的 な 影 響 力 を 有 す る 者 （ 以 下

「 役 員 等 」 と い う 。 ） が 反 社 会 的 勢 力 で あ る 場 合 。  

二  乙 又 は 乙 の 役 員 等 が 反 社 会 的 勢 力 に 対 し 、 出 資 、 貸 付 、 資 金 若 し く は 役 務 の

提 供 等 を し て い る 場 合 又 は 、 反 社 会 的 勢 力 と 何 ら か の 取 引 そ の 他 の 関 係 を 有 し て

い る 場 合 。  

２  甲 は 、 乙 が こ の 契 約 に 関 し て 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 行 為 を し た 場 合

は 、 何 ら の 催 告 を す る こ と な く 、 こ の 契 約 を 解 除 す る こ と が 出 来 る も の と す る 。  

一  暴 力 的 な 要 求 行 為 。  

二  法 的 な 責 任 を 超 え た 不 当 な 要 求 行 為 。  

三  取 引 に 関 し て 、 脅 迫 的 な 言 動 を し 、 又 は 暴 力 を 用 い る 行 為 。  

四  風 説 を 流 布 し 、 偽 計 を 用 い 、 又 は 威 力 を 用 い て 甲 の 信 用 を 棄 損 し 、 又 は 甲 の

業 務 を 妨 害 す る 行 為 。  

五  そ の 他 前 各 号 に 準 ず る 行 為 。  

３  前 ２ 項 の 規 定 に よ り こ の 契 約 を 解 除 し た 場 合 に は 、 甲 は こ れ に よ る 乙 の 損 害 を

賠 償 す る 責 を 負 わ な い も の と す る 。  

 

  （ 事 故 発 生 時 の 対 応 手 順 ）  
第 10 条  沖 縄 県 立 北 部 病 院 内 に お い て 、 乙 が 関 与 す る 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、 直 ち

に 甲 の 管 理 担 当 者 に 報 告 す る と と も に 、 事 故 報 告 書 を 甲 に 提 出 す る も の と す る 。  

２  事 故 報 告 書 は 、 事 故 発 生 の 日 か ら 起 算 し て 10 日 以 内 に 提 出 す る も の と す る 。  

 

  （ 損 害 賠 償 ）  

第 11 条  乙 は 、 こ の 契 約 履 行 中 、 明 ら か に 乙 及 び 乙 の 職 員 の 責 に 帰 す べ き 事 由 に よ

り 、 甲 又 は 第 三 者 に 損 害 を 与 え た と き は 、 乙 が そ の 損 害 を 賠 償 す る も の と す る 。  

  

  （ 契 約 の 解 除 ）  

第 12 条  甲 は 、 乙 が 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る と き は 、 契 約 を 解 除 す る こ と が で き

る 。  

 (1)  こ の 契 約 の 条 項 に 違 反 し た と き 。  

 (2)  業 務 の 処 理 が 著 し く 不 適 当 で あ る と 認 め た と き 。  

 (3)  業 務 遂 行 能 力 が な い と 認 め た と き 。  

 (4)  不 正 な 行 為 が あ っ た と き 。  

２  甲 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 契 約 を 解 除 し た 場 合 に 、 乙 に 損 害 を 与 え て も 損 害 賠 償

の 責 め を 負 わ な い も の と す る 。  

３  甲 又 は 乙 は 、 や む を 得 な い 理 由 に よ り 契 約 期 間 中 に こ の 契 約 を 解 除 し よ う と す

る 場 合 は 、 ３ か 月 前 ま で に 書 面 で 相 手 方 に 通 知 し 、 双 方 協 議 す る も の と す る 。  

 

（ 予 算 の 減 額 又 は 削 除 に 伴 う 特 約 ）  

第 13 条  こ の 契 約 は 、 「 沖 縄 県 長 期 継 続 契 約 を 締 結 す る こ と が で き る 契 約 を 定 め る

条 例 」 に 基 づ く 長 期 継 続 契 約 で あ る た め 、 こ の 契 約 の 締 結 の 日 に 属 す る 年 度 の 翌

年 度 以 降 に お い て 、 当 該 契 約 に 係 る 甲 の 歳 出 予 算 の 減 額 又 は 削 除 が あ っ た 場 合 、

甲 は 、 こ の 契 約 を 解 除 す る こ と が で き る 。  

２  前 項 の 場 合 に お い て 、 甲 は こ れ に よ っ て 生 じ た 乙 の 損 害 に つ い て は そ の 責 を 追



わ な い 。  
 

（ 機 密 の 保 持 ）  

第 14 条  乙 は 、 業 務 の 遂 行 上 直 接 又 は 間 接 に 知 り 得 た 秘 密 を 外 部 に 漏 ら し 、 又 は 他

の 目 的 に 利 用 し て は な ら な い 。こ の 契 約 が 終 了 し 、又 は 解 約 さ れ た 後 に お い て も 同

様 と す る 。  

 

（ 不 可 抗 力 ）  

第 15 条  甲 又 は 乙 が こ の 契 約 下 に お い て 相 手 方 に 負 う 義 務 及 び 責 任 又 は そ の 遂 行 が

天 地 異 変 、 火 災 、 戦 争 、 騒 動 、 法 令 の 改 廃 、 制 定 、 公 権 力 に よ る 命 令 処 分 、 同 盟

罷 業 そ の 他 の 争 議 行 為 、 輸 送 機 関 等 の 事 故 等 の 不 可 抗 力 に よ り 制 限 又 は 阻 害 さ れ

た 場 合 、 各 当 事 者 は 相 手 方 に 対 し て そ の 義 務 及 び 責 任 の 一 部 又 は 全 部 を 負 わ な い

も の と す る  

 

（ 労 働 関 係 法 令 の 遵 守 及 び 調 査 ）  

第 16 条  乙 は 、 労 働 基 準 法 、 最 低 賃 金 法 等 の 労 働 関 係 法 令 を 遵 守 し な け れ ば な ら な

い 。  

２  甲 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 乙 に 対 し て 前 項 の 状 況 に つ い て 報 告 を 求

め 、 又 は 調 査 を 行 う こ と が で き る 。  

 

（ 帳 簿 等 の 整 備 及 び 保 存 ）  

第 17 条  乙 は 、 委 託 業 務 に 要 す る 経 費 に つ い て 、 そ の 収 支 を 明 ら か に し た 専 用 の 帳

簿 等 を 備 え 、 か つ 全 て の 証 拠 書 類 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

２  乙 は 、 委 託 業 務 に 従 事 し た 時 間 等 を 明 ら か に す る た め 、 次 の 各 号 の 帳 簿 等 を

日 々 作 成 し な け れ ば な ら な い 。  

(1) 委 託 業 務 に 従 事 し た 者 の 出 勤 状 況 を 証 明 す る に 足 る 帳 簿 等  

  (2) 前 号 の 者 ご と に お い て 実 際 に 委 託 業 務 に 従 事 し た 時 間 を 証 明 す る に 足 る 帳 簿  

等 。  

３  乙 は 、 前 二 項 の 帳 簿 等 を 委 託 業 務 の 完 了 す る 日 の 属 す る 年 度 終 了 後 5 年 間 保 存

し て お か な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 管 轄 裁 判 所 ）  

第 18 条  こ の 契 約 の 訴 訟 は 、 甲 の 所 在 地 を 管 轄 す る 裁 判 所 を 第 一 審 の 専 属 的 合 意

管 轄 裁 判 所 と す る 。  

 

  （ 協  議 ）  

第 19 条  こ の 契 約 に 関 し て 疑 義 が 生 じ た と き 、 燃 料 費 の 高 騰 等 経 済 状 況 が 著 し く 変

動 し た と き 、 又 は こ の 契 約 に 定 め の な い 事 項 に つ い て 定 め る と き は 、 甲 乙 協 議 の

う え 処 理 す る も の と す る 。  

 

 

 こ の 契 約 の 成 立 を 証 す る た め 、 本 書 ２ 通 を 作 成 し 、 甲 乙 記 名 ・ 押 印 の 上 、 各 自 １

通 を 保 有 す る 。  

 

 

  令 和   年   月   日  

 

                                甲  沖 縄 県 名 護 市 大 中 二 丁 目 12 番 3 号

                      沖 縄 県 立 北 部 病 院  

                      院 長  久 貝  忠 男  

 

 

                              乙     

 

 

 



別 記  

個 人 情 報 取 扱 特 記 事 項  

 

（ 基 本 的 事 項 ）  

第 １  乙 は 、 個 人 情 報 （ 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成  15  年 法 律 第  57 号 。

以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 個 人 情 報 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の

保 護 の 重 要 性 を 認 識 し 、 こ の 契 約 に よ る 事 務 を 行 う に 当 た っ て は 、 個 人 の 権 利 利

益 を 侵 害 す る こ と の な い よ う 、 個 人 情 報 の 取 扱 い を 適 正 に 行 わ な け れ ば な ら な

い 。  

（ 秘 密 の 保 持 ）  

第 ２  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 事 務 に 関 し て 知 り 得 た 個 人 情 報 を 他 に 漏 ら し て は な ら

な い 。 こ の 契 約 が 終 了 し 、 又 は 解 除 さ れ た 後 に お い て も 同 様 と す る 。  

（ 適 正 管 理 ）  

第 ３  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 事 務 に 関 し て 知 り 得 た 個 人 情 報 に つ い て 、 漏 え い 、 滅

失 及 び き 損 の 防 止 そ の 他 の 個 人 情 報 の 適 正 な 管 理 の た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ な け

れ ば な ら な い 。  

（ 作 業 場 所 の 特 定 ・ 持 ち 出 し の 制 限 ）  

第 ４  乙 は 、 こ の 契 約 に よ り 個 人 情 報 を 取 り 扱 う と き は 、 そ の 作 業 を 行 う 場 所 及 び

当 該 個 人 情 報 を 保 管 す る 場 所 を 特 定 し 、 あ ら か じ め 、 書 面 に よ り 甲 に 報 告 し な け

れ ば な ら な い 。 ま た 、 特 定 し た 場 所 を 変 更 し よ う と す る と き も 同 様 と す る 。  

２  乙 は 、 甲 の 指 示 又 は 承 諾 が あ っ た 場 合 を 除 き 、 特 定 し た 場 所 か ら 当 該 個 人 情 報

を 持 ち 出 し て は な ら な い 。  

（ 収 集 の 制 限 ）  

第 ５  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 事 務 を 行 う た め に 個 人 情 報 を 収 集 す る と き は 、 そ の 事

務 の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 範 囲 内 で 、 適 法 か つ 公 正 な 手 段 に よ り 行 わ な け

れ ば な ら な い 。  

（ 目 的 外 利 用 ・ 提 供 の 禁 止 ）  

第 ６  乙 は 、 甲 の 指 示 が あ る 場 合 を 除 き 、 こ の 契 約 に よ る 事 務 に 関 し て 知 り 得 た 個

人 情 報 を 契 約 の 目 的 以 外 の 目 的 に 利 用 し 、 又 は 第 三 者 に 提 供 し て は な ら な い 。  

（ 複 写 又 は 複 製 の 禁 止 ）  

第 ７  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 事 務 を 行 う た め に 甲 か ら 提 供 さ れ た 個 人 情 報 が 記 録 さ

れ た 資 料 等 を 複 写 し 、 又 は 複 製 し て は な ら な い 。 た だ し 、 甲 の 承 諾 が あ る と き は

こ の 限 り で な い 。  

（ 事 務 従 事 者 へ の 周 知 等 ）  

第 ８  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 事 務 に 従 事 し て い る 者 に 対 し 、 在 職 中 及 び 退 職 後 に お

い て も 当 該 事 務 に 関 し て 知 り 得 た 個 人 情 報 を み だ り に 他 人 に 知 ら せ 、 又 は 当 該 事

務 の 目 的 以 外 の 目 的 に 使 用 し て は な ら な い こ と 、 法 に よ り 罰 則 が 適 用 さ れ る 場 合

が あ る こ と な ど 、 個 人 情 報 の 保 護 に 必 要 な 事 項 を 周 知 す る と と も に 、 個 人 情 報 の

取 扱 い に つ い て 必 要 か つ 適 切 な 監 督 及 び 教 育 を し な け れ ば な ら な い 。  

（ 派 遣 労 働 者 ）  

第 ９  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 事 務 を 派 遣 労 働 者 に よ っ て 行 わ せ る 場 合 、 労 働 者 派 遣

契 約 書 に 、 秘 密 保 持 義 務 等 個 人 情 報 の 取 扱 い に 関 す る 事 項 を 明 記 し な け れ ば な ら

な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 秘 密 の 保 持 に 係 る 事 項 は 、 第 ２ に 準 ず る も の と す る 。  

２  乙 は 、 派 遣 労 働 者 に こ の 契 約 に 基 づ く 一 切 の 義 務 を 遵 守 さ せ る と と も に 、 乙 と

派 遣 元 と の 契 約 内 容 に か か わ ら ず 、 甲 に 対 し て 派 遣 労 働 者 に よ る 個 人 情 報 の 処 理

に 関 す る 責 任 を 負 う も の と す る 。  

（ 再 委 託 の 禁 止 ）  

第 10 乙 は 、 甲 の 書 面 に よ る 承 諾 が あ る と き を 除 き 、 こ の 契 約 に よ る 個 人 情 報 を 取

り 扱 う 事 務 （ 以 下 「 個 人 情 報 取 扱 事 務 」 と い う 。 ） に つ い て は 自 ら 行 う も の と

し 、 第 三 者 （ 乙 の 子 会 社 （ 会 社 法 （ 平 成  17 年 法 律 第  86 号 ） 第 ２ 条 第 ３ 号 に 規

定 す る 子 会 社 を い う 。 ） で あ る 場 合 も 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） に 委 託 （ 以 下 「 再 委

託 」 と い う 。 ） し て は な ら な い 。  

２  乙 は 、 個 人 情 報 取 扱 事 務 を 再 委 託 し よ う と す る 場 合 又 は 再 委 託 の 内 容 を 変 更 し

よ う と す る 場 合 に は 、 あ ら か じ め 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を 甲 に 提

出 し て 甲 の 承 諾 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

⑴  再 委 託 を 行 う 業 務 の 内 容  



⑵  再 委 託 で 取 り 扱 う 個 人 情 報  

⑶  再 委 託 の 期 間  

⑷  再 委 託 が 必 要 な 理 由  

⑸  再 委 託 の 相 手 方 （ 名 称 、 代 表 者 、 所 在 地 、 連 絡 先 ）  

⑹  再 委 託 の 相 手 方 に お け る 責 任 体 制 並 び に 責 任 者 及 び 従 事 者  

⑺  再 委 託 の 相 手 方 に 求 め る 個 人 情 報 保 護 措 置 の 内 容 （ 契 約 書 等 に 規 定 さ れ た も の

の 写 し ）  

⑻  再 委 託 の 相 手 方 の 監 督 方 法 （ 監 督 責 任 者 の 氏 名 を 含 む 。 ）  

３  乙 は 、 甲 の 書 面 に よ る 承 諾 に よ り 、 再 委 託 す る 場 合 は 、 甲 が 乙 に 求 め る 個 人 情

報 の 保 護 に 関 す る 必 要 な 安 全 管 理 措 置 と 同 様 の 措 置 を 再 委 託 の 相 手 方 に 講 じ さ せ

な け れ ば な ら な い 。  

４  乙 は 、 再 委 託 先 の 当 該 再 委 託 に 係 る 事 務 に 関 す る 行 為 及 び そ の 結 果 に つ い て 、

乙 と 再 委 託 先  と の 契 約 の 内 容 に か か わ ら ず 、 甲 に 対 し て 責 任 を 負 う も の と す

る 。  

５  乙 は 、 個 人 情 報 取 扱 事 務 を 再 委 託 し た 場 合 に は 、 そ の 履 行 を 管 理 監 督 す る と と

も に 、 甲 の 求 め に 応 じ て 、 そ の 状 況 等 を 甲 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 資 料 等 の 返 還 等 ）  

第 11 乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 事 務 を 行 う た め に 、 甲 か ら 提 供 を 受 け 、 又 は 乙 自 ら が

収 集 し 、 若 し く は 作 成 し た 個 人 情 報 が 記 録 さ れ た 資 料 等 は 、 委 託 事 務 完 了 時 に 、

甲 の 指 示 に 基 づ い て 、 返 還 、  廃 棄 又 は 消 去 し な け れ ば な ら な い 。  

２  甲 の 承 諾 を 得 て 再 委 託 を し た 場 合 に は 、 乙 は 甲 の 指 示 に よ り 、 こ の 契 約 の 終 了

後 直 ち に 当 該 再 委 託 先 か ら 個 人 情 報 が 記 録 さ れ た 資 料 等 を 回 収 す る も の と す る 。

こ の 場 合 に お い て 、 回 収 し た 資 料 等 の 取 扱 い は 前 項 に 準 ず る も の と す る 。  

３  乙 は 、 前 ２ 項 の 規 定 に よ り 個 人 情 報 を 廃 棄 す る 場 合 に は 、 記 録 媒 体 を 物 理 的 に

破 壊 す る 等 当 該 個 人 情 報 が 判 読 、 復 元 で き な い よ う に 確 実 な 方 法 で 廃 棄 し な け れ

ば な ら な い 。  

４  乙 は 、 パ ソ コ ン 等 に 記 録 さ れ た 個 人 情 報 を 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 消 去

す る 場 合 に は 、 デ ー タ 消 去 用 ソ フ ト ウ ェ ア 等 を 使 用 し 、 当 該 個 人 情 報 が 判 読 、 復

元 で き な い よ う に 確 実 に 消 去 し な け れ ば な ら な い 。  

５  乙 は 、 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 個 人 情 報 を 廃 棄 又 は 消 去 し た と き は 、 完

全 に 廃 棄 又 は 消 去 し た 旨 の 証 明 書 （ 情 報 項 目 、 媒 体 名 、 数 量 、 廃 棄 又 は 消 去 の 方

法 、 責 任 者 及 び 廃 棄 又 は 消 去   の 年 月 日 が 記 載 さ れ た 書 面 ） を 甲 に 提 出 し な け

れ ば な ら な い 。  

６  乙 は 、 廃 棄 又 は 消 去 に 際 し 、 甲 か ら 立 会 い を 求 め ら れ た と き は こ れ に 応 じ な け

れ ば な ら な い 。  

（ 検 査 及 び 報 告 ）  

第 12 甲 は 、 乙 が こ の 契 約 に よ る 事 務 を 処 理 す る に 当 た り 、 取 り 扱 っ て い る 個 人 情

報 の 管 理 状 況 及 び 委 託 業 務 の 履 行 状 況 に つ い て 、 随 時 実 地 に 検 査 す る こ と が で き

る 。  

２  甲 は 、 乙 が こ の 契 約 に よ る 事 務 を 処 理 す る に 当 た り 、 取 り 扱 っ て い る 個 人 情 報

の 管 理 状 況 及 び 委 託 業 務 の 履 行 状 況 に つ い て 、 報 告 を 求 め る こ と が で き る 。  

（ 事 故 報 告 ）  

第  13  乙 は 、 保 有 個 人 情 報 の 漏 え い 等 安 全 管 理 上 の 問 題 と な る 事 案 が 発 生 し 、 又 は

発 生 す る お そ  れ が あ る こ と を 認 識 し た と き は 、 直 ち に 被 害 の 発 生 又 は 拡 大 防 止

に 必 要 な 措 置 を 講 ず る と と も に 、 甲 に 報 告 し 、 甲 の 指 示 に 従 い 、 そ の 他 の 必 要 な

措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

２  乙 は 、 前 項 の 事 案 が 発 生 し た 場 合 （ お そ れ が あ る も の を 含 む 。 次 項 に お い て 同

じ 。 ） 、 そ の 経 緯 、 被 害 状 況 等 を 調 査 し 、 甲 に 書 面 で 報 告 す る も の と す る 。  

（ 指 示 及 び 報 告 ）  

第 14 甲 は 、 必 要 に 応 じ 、 乙 に 対 し 、 保 有 個 人 情 報 等 の 安 全 管 理 措 置 に 関 す る 指 示

を 行 い 、 又 は  報 告 若 し く は 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る も の と す る 。  

（ 契 約 解 除 ）  

第 15 甲 は 、 乙 が こ の 特 記 事 項 に 定 め る 義 務 を 果 た さ な い 場 合 は 、 こ の 契 約 に よ る

事 務 の 全 部 又 は 一 部 を 解 除 す る こ と が で き る も の と す る 。  

２  乙 は 、 前 項 の 規 定 に 基 づ く 契 約 の 解 除 に よ り 損 害 を 被 っ た 場 合 に お い て も 、 甲

に そ の 損 害 の 賠 償 を 求 め る こ と は で き な い 。  



（ 損 害 賠 償 ）  

第 16 乙 は 、 こ の 特 記 事 項 に 定 め る 義 務 に 違 反 し 、 又 は 怠 っ た こ と に よ り 甲 が 損 害

を 被 っ た 場 合 に は 、 甲 に そ の 損 害 を 賠 償 し な け れ ば な ら な い 。  

 

 

 

 

 

 

（ 注 ） １  「 甲 」 は 委 託 者 （ 病 院 事 業 局 長 又 は 県 立 病 院 長 ） 、 「 乙 」 は 受 託 者 を い

う 。  

２  委 託 事 務 の 実 態 に 即 し て 、 適 宜 必 要 な 事 項 を 追 加 し 、 不 要 な 事 項 を 削 除 す る も

の と す る  

 


